
島根医科大学紀要, 第23巻, 11～17頁, 2000年12月 � � � �����������������������
(インターネット/看護/電子メール)

岸 田 泰 子*

A Review of Nursing Care Using the Internet

(Internet / nursing / electronic mail)

Yasuko KISHIDA*

インターネットの普及は, 多大な情報を提供するだ

けでなく , コミュニケーション形態を変化させてい

る1)2)｡ また新しいコミュニティをも形成し, 現代の生

活環境に影響を与えている｡ 例えば, Gumpert3)は, 電

話をはじめとする多くのメディアによって, ｢地図のな

いコミュニティ｣ が出現しつつあると指摘した｡ 直接

的なコミュニケーション以外でも他者との人間関係が

成立し, 人間同士の話し合いに ｢同じ場所にいる｣ と

いう条件が不要になったとも述べている3)｡ また, 日

本情報処理開発協会は ｢意思を表現したデータにより

コミュニケーションを行う場｣, ｢距離的, 時間的, 空

間的に, プライバシーのバリアを超えたコミュニケー

ションを行う場｣ として, データ・コミュニティとい

う考え方を提唱している4)｡
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インターネットを利用した, 看護職者による, 思春期対象の健康相談事業を開設するにあた

り, インターネット利用に関する文献を概観し, 看護援助への有効性を考察した｡

インターネットを利用した看護援助に関する文献は, 日本では少なかったが, 海外では, イ

ンターネットは患者とのコミュニケーション, 患者教育, 癌患者の精神的サポートなどの手段

として, また相談サイトとして幅広く活用されていた｡

看護においてインターネットを利用する意義として, １�インターネットのもつ双方向性に
より, ｢共感｣ や ｢相互理解｣ を生み, 互いに学びあう ｢相互主観性｣ も存在し, ケアリング

の効果が期待されること, ２�感情を文字で表出することにより, 新たな気づきが生じ, 自己洞

察につながること, また感情の浄化作用が生じること, ３�対象が自分の内に秘めた資源を活用
できるよう援助し, 対象者固有の治癒能力を促進することにつながることが考えられた｡

インターネット利用の最大のデメリットはプライバシー厳守が困難なことである｡ 利用者

のプライバシーをいかにして守り, 弊害を最小限に留めるかを考えることが課題である｡����
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インターネットの利用に関しては, 氾濫した情報に

対する信頼性の問題やセキュリティの問題など課題は

数多い｡ しかし, 距離や時間, 空間を超え, 双方向性

に情報を送受信できうることによるコミュニケーショ

ン形態としての利点は, 先に述べたデメリットを凌ぎ,

生活の中でインターネットの利用率の高い思春期・青

年期5)に対する援助方法として用いるのに適している

と考えた｡ 特に, 昨今の若者の携帯電話を利用しての

電子メールによるコミュニケーション行動は, 新しい

文化とも言える勢いで浸透し, 多くのデータ・コミュ

ニティが出来上がっているという時代背景から見ても,

このメディアの利用は時宜を得ているのではなかろう

か｡ また青少年の犯罪の低年齢化, 性の社会的逸脱行

為, 十代の人工妊娠中絶の増加などが大きな社会問題

として取り上げられており, 青少年に対する社会全体

での支援策を考えることは急務である｡

看護の中でも, インターネットの利用は近年急速に

進んでおり, 専門職間の情報の提供, 看護教育や看護

管理などで利用がなされているが, インターネットに

より看護援助を提供しようとする試みは現在のところ,

国内にはほとんど無い｡

本研究の目的は, 思春期の心身の健康に焦点をあて

た, 看護職による相談サイトを立ち上げるにあたり,

インターネットを利用したコミュニケーション方法を

導入し, 非対面的な看護援助を行うことに, どのよう

な有効性があるのかを文献的に考察することである｡

本研究で得られた結果により, 看護の中にインターネッ

トを利用して看護援助が展開されることの将来的な予

測を行うことは, 今後, 看護職による相談サイトの企

画や運営に寄与するであろう｡ 本研究は, その予備的

研究である｡

なお, 本論文において“看護援助”とは看護職が提

供するケアで, またインターネットの可能性を追求す

ることから, 次元および距離を超えて存在する看護者

とクライエントという人間同士の間のケアリングに基

づく相互のかかわりと定義する｡������������������
わが国における, インターネットの普及を概観する｡

平成11年度の郵政省の報告によれば, 我が国のインター

ネット人口は推計1,700万人と言われている6)｡ また野

村総合研究所によれば, 1999年10月現在において, パ

ソコンが自宅にあり , 自分で使用している人の割合

(個人使用率) は23.0％であり, 生活者の４人に１人が

自宅でパソコンを利用している状況にある5)｡ さらに

最近では, 携帯電話やＰＨＳもすさまじい勢いで普及

しており , その利用率は59.9％, それらを利用してイ

ンターネットへのアクセスや, 電子メールの送受信を

する者は , そのうちの9.5％で5), 現在もなおその利用

者は急速に増え続けている｡ パソコンなしでも, 歩き

ながらインターネットへアクセスでき, 電子メールを

使用することができる状況をあちらこちらで目の当た

りにする昨今である｡

インターネット利用のメリットにはいろいろあるが,

地理的・時間的制約がないことと, 情報を受信するだ

けでなく, 受信者が発信者に対して返信ができる双方

向性があるということなどである2)｡ ただ単に情報を

受けるだけでなく自分の好きな時間帯に, どんな地域

からでも, インターネットを利用して意見発信するこ

とが可能である｡ 若者たちは, インターネット上の掲

示板に自分の居場所を見つけ2), インターネットを通

じて自分とは異なる立場からの発言や考え方, 年齢も

性別さえも不確かな見知らぬ相手へ発言する方法やルー

ルと出会い, 新たな自分を発見し, データ・コミュニ

ティを形成する｡ その中でそれぞれの表現方法を用い

て自己主張することを楽しんでいる｡

また, コンピュータによるコミュニケーションの特

徴として, ホスト・コンピュータとやりとりできる状

態にしなければ, メッセージの送受信はできない｡ 言

い換えれば自らアクションを起こさない限りコミュニ

ケーションは成立しないので, このメディアは利用者

の積極性が求められる媒体でもある2)｡����
看護の中でインターネットがどのように利用されて

いるのか, 文献検索を行った｡ 国内文献については,

医学中央雑誌 (WEBサービス検索) を利用した (キー

ワード： ｢インターネット｣ および ｢看護｣, 1993～

2000年)｡ 検索は平成12年４月21日に行った｡

海外文献については, CINAHL (Cumulative Index to

Nursing & Allied Health Literature) を用いて , 1982年

～2000年７月の期間でinternet, nursingをキーワードと

して検索した｡ 検索は平成12年９月７日に行った｡

なお, CINAHLはアメリカの英文論文を中心に作ら

れた看護独自の文献データベースであり , MEDLINE

と比較すると, データ件数は, 収録する主題領域を限

定しているために少ないが, 看護職, コ・メディカル

を対象に, 既存のデータベースが収録しない資料を網

羅し, 収録雑誌は1,218誌, 全件445,994件 (1999年３月

現在) である7)｡
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１. 国内の文献検索

日本でのインターネットを利用した看護に関する

文献は, 上記方法により検索を行ったところ, 92件

が検索された (図１)｡ 年次別に見ると, 1995年２件,

1996年６件 , 1997年24件 , 1998年28件 , 1999年26件 ,

2000年６件であった｡ 1997年から急増していた｡

インターネットに関する文献が出始めた1995年～

1997年では, インターネット・パソコンに関する初

歩的な知識の提供に関する文献や海外事情の紹介が

その大部分を占めており, インターネットを利用し

た報告は1997年の後半から徐々に見られはじめた｡

これらの文献を内容別に見ると, 看護情報や検索シ

ステムに関連した文献が最も多く, ついで看護教育

に関するものであった｡ 地域支援システムやネット

ワークに関しては92件中６件あった｡

このようなインターネット利用の背景には, 利用

者が容易に操作できる新しいオペレーションシステ

ムウェアの登場があり, その頃から看護の中でもイ

ンターネットの利用が浸透してきたと考えられる｡

日本において, 看護管理あるいは看護教育において

のインターネットの利用は進んできているが, 地域

支援やネットワーク作りにおける看護分野の研究は

非常に少ない｡ 現状でも, インターネットを利用し

た医療の基礎的な情報の提供, あるいは関連機関の

紹介は, なされているが, これらは看護におけるイ

ンターネット利用の可能性の一部にしか過ぎない｡

地域支援システムやネットワーク作りのためにイン

ターネットが利用され始めたのは, 1999年以降であ

ることから, 今後ますますこの分野でのインターネッ

トの活用が期待される｡

２. 国外の検索結果

海外文献は総計258件が抽出された (図１)｡ 1995

年から徐々に増え始めており, 1997年は65件でこの

８年あまりで最も多かった｡ これらのうち, WEB上

で要約が閲覧できるもの125件に限り , その内容を

分類し, 検討した｡ その結果を表１に示した｡ 海外

でも日本の場合と同様に, インターネットを利用し

た看護教育8)9)や看護情報においての活用が多く見ら

れた｡

特に看護情報においては, インターネットを利用

することで新しい医学情報や看護情報を入手するこ

とが, 臨床での即戦力になること10)11)や, 老年看護12)

や精神科看護など, 特定の分野からの報告が見られ

た13)14)｡ 精神科看護の分野では比較的早い時期から

インターネットを利用した専門職間の情報交換がな

されており, 特にメーリングリストを利用して, 様々

な議論がなされているとの報告があった14)｡

また, 多くの人が健康に関する情報を集める手段と

してインターネットを利用していることから, インター

ネット利用者に対し看護側から調査を行う手段とし

て, メディアを利用することも報告されていた15)｡

看護援助として, また地域住民や患者の支援シス

テムとしてのインターネットの活用に関する論文は

1997年から見られた｡ インターネットがどのように

利用されているのか, その内容を検討した｡

１� 患者とのコミュニケーション手段, あるいは患
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ケア, 支援システム 看護教育 看護情報 看護管理 研究, 調査 その他

1993年 2

1994年 1 1

1995年 2 4

1996年 2 11 2 2

1997年 1 1 10 2 1

1998年 5 10 12

1999年 3 12 20 4 2

2000年 3 5 3 2 2

合 計 12 33 63 10 5 2
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者教育としての利用

Bennett16)は, インターネット人口が増加してい

く中で, 看護の立場から, 電子メールを使用して

患者とのコミュニケーションを高めることについ

て述べている｡ 特に, 患者教育においては, イン

ターネットの利便性のほかに, やりとりの内容を

印字することができ, 繰り返し見直すことができ

ること, またそれを自分の記録として残しておけ

ることなど, 電話以上の効果が期待されている｡

患者からの要求も漸増しており, 早急に法的な手

続きも含めてのガイドラインを作成する必要を指

摘している｡ またFrandsen17)は, インターネットを

利用して癌性疼痛を管理する方法を検討し, その

限界性はあるが, コンピュータ技術を応用するこ

とは, 疼痛緩和ケアの改良や看護者の教育に役立

つ可能性や患者とのコミュニケーションへの援助

として有効であることも報告している｡ 日本では,

介護保険制度が施行され, 患者の在宅看護が進ん

でいく中で, インターネットを利用した在宅ケア

に関する援助方法の多くの示唆は, 今後国内でも

取り入れられていくものと予測される｡

２� 精神的サポートとしての利用

精神的に危機状態にある癌患者に対しインター

ネットを利用してサポートグループを形成し, 同

じような境遇にある患者や家族への情報提供や精

神的サポートとして効果をあげた報告がある18)｡ ま

た, Lakeman13)は, 精神看護の分野でインターネッ

トを利用したことのある看護婦への調査を行って

いるが, 精神面を扱う以上, プライバシー厳守に

関して細心の注意が必要で, インターネットを利

用することの危険性をどのように克服するかは,

今後の大きな課題となっている｡ Bennett 16)は, 特

にプライバシー厳守が必要な精神病患者やHIV患

者においては, 看護する際のインターネットの利

用は好ましくないと報告している｡ 看護援助を提

供する上で, 扱う患者に関する情報の守秘につい

ては, 体系的な倫理規定が必要であろう｡

３� 相談サイトとしての利用

Huyhnら19)は , 高校生に対して看護学専攻の大

学生が相談に応ずるサイトを立ち上げた経緯につ

いて報告している｡ そこでは, 健康一般に関する

相談を扱うが, 高校生と看護学生が事前にニーズ

について話し合いの場を持ち, 信頼関係を築き,

定期的な相互の意見交換の場が形成されていた｡

インターネットを利用することは, 仮想の世界を

築くことへの懸念が多いが, この方法は, あらか

じめ対面し, ラポールを築いているだけに, 相談

者にとっては発信しやすく, また相談を受ける側

にとっても, 相手の基礎資料があることは, 回答

を導きやすく, 親近感も生まれやすい｡

Schulmeister20)は, 自宅を拠点とした看護相談ビ

ジネスの可能性について論じているが, その中で,

目的を持って実施すること, 勤勉であること, ネッ

トワークを固めることが成功の秘訣であるとし,

オンラインサービスによりこのビジネスの紹介が

行われている｡ 看護サービスを提供する看護者が

働く場所を必要としない新しい試みである｡ コマー

シャル効果に優れ, 24時間体制で情報が提供でき,

コストも安いことがインターネットの利点である｡� �
患者と医療者のコミュニケーション手段としてのイ

ンターネットの利用は, 看護だけでなく, 臨床医学領

域でも活用されており, 特に予防的なケアや骨関節症

の管理, 心臓病のリハビリ, 糖尿病のケアのために有

効であるとの報告がある20)｡ 電子メールの使用は, 心

理面に関わるようなプライベートな情報の取り扱いや

患者にとって緊急性のある内容には適さないが, たと

えば減量に関すること, 血圧や血糖の自己管理につい

ての相談などには手軽に利用でき, 個別の教育的効果

が高い｡ Balasら21)は, 専門職間だけでなく, 患者と臨

床医との間でインターネットを活用することを勧めて

いる｡ 看護分野でも専門職間での利用以外に多様な活

用がなされていた｡

しかし日本では, 看護の中でインターネットの活用

は, 教育や情報の手段にほぼ集約された｡ 今後, イン

ターネットを看護に取り入れることにより生じるメリッ

ト・デメリットについて十分検討した上での利用が望

まれる｡ 具体的には次のようなことが考えられる｡

１� インターネットの“双方向性”と看護

インターネットでは, テレビ・ラジオ・新聞の

ように一方的な情報を提供するのではなく, 情報

の受信者が発信者へ容易に返信することができる

“双方向性”という大きなメリットがある｡ 例え

ば, 電話相談は, 相談者が電話を切ってしまえば,

その後のつながりはできない｡ “双方向性”とい

うインターネットの特徴を生かせば, ネット上で

のコミュニケーションを重ねることにより, 情報

発信者と受信者との間に ｢共感｣ も生まれ, ｢相

互理解｣ も可能である｡

看護の本質であるケアリングを看護理論として

��
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発展させたワトソンは, 人間理解について, ｢相互

主観性｣ という言葉を用いた｡ それによれば, ケ

アリングとはクライエントと看護者との間におい

て人間性を共有しつつ相互理解することにより,

両者が互いに学びあうものである23)｡ 深い関わり

を持つためには, その関係を作り上げるためにお

互いが積極的にコミュニケーションを図る努力を

する必要がある｡ また最高の専門的看護ケアは,

空間や時間を超越して, 看護者とクライエントの

間の人間的なやり取りの中に存在する24)｡ 文字と

記号のみを用いるデジタル型コミュニケーショ

ン2)は暖かみを欠くという印象を受けやすいが ,

インターネットをうまく利用すれば, 新たな次元

空間の中にこの相互主観性が生まれ得る過程を築

くことができ, 看護の特性を発揮し得ると考えら

れる｡

２� 文字で表現することの意義

インターネットでは, キーボードを打ったり,

携帯電話の文字盤を押して文字に表わしたりしな

いと, 自分の主張をすることはできない｡ この作

業は, すべての人に容易であるとは言えない｡ し

かし, このような ｢文字で表す｣ ことのメリット

は大きい｡

子どもたちにとって , ｢描写する｣ あるいは

｢記述する｣ ということが会話での言語以上に思

考を表現する方法として意義深いという報告があ

る25)｡ また初期のトラウマに関しては, それを語

ることや記述することによって, 打ち明けること

が有益だという心身医学の立場からの報告もある26)｡

例えば, 自己洞察につながること, 書くことによ

る気づき, 自分の内面にある思いを外に出すこと

で, 感情の浄化作用が生じることる27)などである｡

看護にとって必要なことは, 対象が自分の内に秘

めた資源を活用できるよう援助することであり,

対象者の固有の治癒能力を促進することである｡

その点で, ケア提供者とクライエントがお互いの

気持ちを表現できる場を提供し, ケア提供者自身

が高度の自己理解に努力することに加えて, お互

いの気持ちを受け止めることが可能な, このコミュ

ニケーション手段は, 看護の役割を果たすものと

期待できる｡

メールでのやり取りには, 面接や電話相談にな

いタイムラグが生じるが, それは相手の反応を直

に観察することができないというデメリットでな

く, 返信までに時間的余裕を持ち, 応対に工夫が

できることや, 一人では対処しきれない限界を感

じたとき, スーパーバイズを受けた上で対応する

ことができるメリットとも解釈できる｡ こうした

デジタルコミュニケーションは, 相手の反応がリ

アルタイムに読みとれないからこそ, メールを打

つとき一段と細心の注意を払うのである｡

心理療法の分野では, 大学生の精神保健相談を

電子メールで行い, 医療機関に出向くことが時間

的・物理的・精神的に困難な場合や対面型の面接

での緊張が強い場合にこの方法が有効な手段であ

ると報告されており, 今後, 若者への精神的援助

として電子メールを利用する ｢ネットサポート｣

の発展の可能性が示唆されている28)｡

３� 自助活動の効果

田村27)は, メーリングリスト (特定のグループ

内のメンバーが送る電子メールが, 登録されたメ

ンバー全員に配送されるシステム) を使った, 心

の癒しを目的とする自助グループを作って活動し

ているが, メーリングリストで発信された電子メー

ル200通を分析したところ, その57％に共感, サポー

ト, 感謝といった情緒的な交流が見られたと報告

している｡ ネット上では, 通常では出会いにくい,

同種の悩みや問題を抱えた人に出会うことができ,

匿名であるという自由さから今まで誰にも話せな

かったことを話すことができる｡ それは今までに

ない情緒的交流を生み出し, 高い共感性に結びつ

いている｡ 電子メールは, 他者へのメッセージと

いう形を取りながら, 実際はディスプレイに向か

い, ディスプレイが自己を映す鏡のように働く｡

このことは, 今まで気づかなかった新たな自分を

発見することにもつながり, 自分の表現した文章

を読み返すことによる自己洞察の作用はさらに深

まる｡ さらにこのメーリングリストという方法は,

参加者同志の自助活動によるpeer support (仲間

同士の支え合い) の効果をも期待できる｡

メーリングリストについては, 対面的なコミュ

ニケーションが, 日常では難しいような遠隔地や

時間的都合のつきにくい集団のディスカッション

の場として, 困難さを補うことができ, 専門職者

間の相互の交流にも有益であることが看護側から

も報告されている29)｡

４� インターネットによる弊害

インターネットの利用に際しては, プライバシー

の問題以外に, 悪影響についても十分に考えなけ

ればならない｡ 例えば, ①匿名性によることで,

無責任な発言が起こる可能性, ②サポートのはず

がかえって, その返信により傷つく可能性, ③ポ
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ルノ画像や毒物などの有害情報が流布する可能性,

④現実世界からの逃避が起こり, 仮想世界へのめ

りこむことにより, 現実世界への適応を阻害する

可能性27), ⑤コンピュータ・プログラムの改ざん,

いわゆるコンピュータウィルスと呼ばれる不正プ

ログラムによる被害などである｡

現在, 世界的には10万ヶ所以上の自殺をテーマ

にしたウェブサイトが存在すると言われており,

それらが自殺を奨励する可能性もあるという見方

がある30)｡ Miller31)は, 自殺をテーマにしたインター

ネットの掲示板に投稿された発言を分析したとこ

ろ, 参加者は安全な距離を保っており, 発言の中

に体験, 共感, 受容, 激励に相当する項目が見ら

れ, 親密な友情が形成されていたと報告した｡ そ

こでは, 問題を解決するというより, 時を共有し

苦難を分かち合おうとする傾向が見られたという｡

これに対して, Lebow32)は, 対面したことのない継

続性のない交流を批判し, 継続的な人間関係の必

要性を提言している｡ またBaumeら33)は , 若い世

代では, 自殺報道の直後の後追い自殺が増加し,

インターネットは自殺を取りやめようとする可能

性を自殺の宣告へと変えてしまうほどの破壊力を

持っていることを指摘している｡ インターネット

主催者はたとえ専門家であっても, 自分の領域を

よく理解した上で運営することが必要であり31)32),

利用者に対しても, しっかりとガイダンスを与え

ることが重要になる｡ そしてインターネットの持

つネガティブな影響に対応する規制も作るべきで

ある31)｡

インターネットを利用し援助を提供することに

は多くのメリットともに, 利用することにおける

デメリットも少なからず存在する｡ そうした弊害

を最小限に留めるための努力と対策が大きな課題

である｡

インターネットを利用した相談事業の展開を考

えるとき, 問題の第一は, どこまでプライバシー

が守られるかという問題であろう｡ それに対し,

内容の暗号化という方法の開発が進んでいるが,

技術的な煩雑さもあって一般のネット上ではまだ

普及していない｡ 利用者にはその危険性を十分に

知らせた上で, 利用者の匿名性を保持する配慮は

欠かせない｡ Lakemanはこうしたインターネット

テクノロジーにおける固有の問題は解決し得ると

予測している13)｡ また未知なる大多数の対象者を

相手とすることを考えると, 受信者側のマンパワー

の確保も重要である｡

����
インターネットの利用は誰にでも適応する方法とい

うには, まだ敷居が高い27)｡ インターネット利用者の

性格に特性があるという報告もあるように28), すべて

の人に共通した普遍的な介入方法としてでなく, この

ような方法の紹介と有効活用の可能性の認識を広める

ことも必要である｡ ����
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